
　
大
旭
支
部
で
は
、今
年
度
も「
在

宅
介
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」

と
し
て
、
自
宅
で
介
護
に
当
た
っ

て
い
る
方
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈
り

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
各

介
護
者
宅
を
訪
問
し
て
い
た
だ

き
、
記
念
品
を
お
渡
し
、
日
頃
の

労
苦
の
一
助
と
ご
慰
労
の
た
め
の

も
の
で
す
。

　
今
年
度
も
、
大
旭
支
部
役
員
一

同
の
「
添
え
書
」
を
添
え
て
、
介

護
の
必
需
品
で
あ
る
バ
ス
タ
オ
ル

を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
添
え
書
き
」

在
宅
介
護
者
の
皆
様
へ

　
　笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　大
旭
支
部
役
員
一
同

　晩
秋
の
候
、
在
宅
介
護
者
の

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
気
の
抜
け
な
い
毎

日
か
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
大
旭
支
部
の
運
営
に

は
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
度
も
日
頃
の
ご

苦
労
を
思
い
、
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
介
護
の
際
に
、
お
役

に
立
て
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
、
何

か
と
ご
苦
労
も
絶
え
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
ご
健
康
に
留
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
小
ぬ
か
雨
の
中
、
10
月
26

日
（
日
）
友
部
第
二
小
学
校

体
育
館
で
、
三
世
代
交
流
輪

投
げ
・
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
友
部
第
二
小

久
保
木
香
澄
校
長
先
生
、
子

ど
も
会
（
太
陽
・
旭
平
）、
保

護
者
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
旭

崎
新
生
会
、
矢
野
下
寿
会
、

三
友
会
、
若
狭
山
会
）、
サ
ロ

ン
ひ
よ
り
、各
区
民
、区
長（
大

沢
上
２
、
大
沢
下
２
、
旭
崎

１
）、
社
協
富
施
信
行
事
務
局

長
、
矢
口
勝
博
様
、
大
旭
支

部
役
員
の
、
合
計
102
人
（
子

ど
も
36
人
、
大
人
66
人
）
で

し
た
。
校
長
先
生
が
保
護
者

宛
に
一
斉
案
内
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
か
げ
で
当
日
参
加

者
が
36
人
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
平
林
英
男
支
部
長

の
挨
拶
と
競
技
の
進
め
方
の

説
明
が
あ
り
、
そ
し
て
全
員

で
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。

■ 

輪
投
げ
大
会

　
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
開

始
。ね
ら
い
を
定
め
て
一
投
に
全

力
投
球
。「
す
ご
い
！
」「
残
念
！
」

と
声
を
掛
け
合
い
拍
手
も
。

〇
入
賞
者
（
敬
称
略
）

・
子
ど
も
の
部

優
勝
　
萩
原 

千
尋
（
50
点
）

準
優
勝
　
佐
藤 

空
夜
（
46
点
）

３
位
　
谷
津 

楓
弥
（
43
点
）

・
成
人
の
部

優
勝
　
高
間 

　
香
（
40
点
）

準
優
勝
　
仲
田 

直
人
（
38
点
）

３
位
　
川
井 

　
卓
（
37
点
）

■ 

ボ
ッ
チ
ャ
体
験

　
５
人
一
組
の
８
グ
ル
ー
プ
、

２
コ
ー
ト
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。初
め
に
、

ボ
ッ
チ
ャ
の

歴
史
や
ル
ー

ル
、
点
数
の

数
え
方
な
ど

の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ

ん
、
大
き
な

声
援
を
受
け

て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

〇
入
賞
チ
ー
ム

優
　
勝
　
１
―
Ｃ

準
優
勝
　
２
―
Ａ

３
　
位
　
１
―
Ｄ

　
表
彰
式
で
は
、
各
競
技
・

各
部
上
位
10
人
に
賞
品
が
贈

ら
れ
、
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
散
歩
を
し
て
い
る
と
、
庭
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
・
音
楽
な
ど
が
聞
こ
え

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
ラ

ジ
オ
』
で
す
。
今
は
、携
帯
電
話
・

テ
レ
ビ
が
主
流
で
す
が
、
ラ
ジ
オ

は
目
や
手
が
離
せ
な
く
て
も
、
耳

だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。
ま
だ
ま
だ
ラ
ジ
オ

に
魅
力
を
感
じ
、
フ
ァ
ン
の
方
も

多
く
い
ま
す
。

　
除
夜
の
鐘
を
ラ
ジ
オ
で
聞
き
、新

春（
２
０
２
６
年
）を
む
か
え
た
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６
―
７
７
―
０
７
３
０

　森の妖精の仲間、川
沿いの湿地で６月ごろ
見れます。
　私が本種と初めて出
会った時は、目を見張
るほど沢山飛んでい
て、感動しました。
　幼虫は、モクセイ科のイボタノキ等を食べて
育ちます。　　　　　　　　　　　　　（平林）

　
新
し
く
米
田
智
子
さ
ん
が
広
報

委
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
広
報
委
員
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
米
田
と
申
し
ま
す
。
気
持

ち
だ
け
は
若
い
つ
も
り
で
す
の

で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
…
（
軽

い
つ
も
り
？
思
い
込
み
？
）
と
に

か
く
、
優
し
い
広
報
委
員
の
皆
様

に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
は
、月
１
回
程
度
、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、

『
お
お
あ
さ
ひ
』
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
５
人
の
編
集
委
員
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
広
報
紙
づ
く

り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。（
…
勉

強
、
勉
強
で
す
）

　
ご
意
見
、
地
域
の
情
報
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
と
一
緒
に

紙
面
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
10
月
24
日
、
い
こ

い
の
村
涸
沼
で
女
性
部
に
じ
の

会
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

に
じ
の
会
は
「
地
域
づ
く
り
は

仲
間
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
定

期
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
紅
葉
の
涸
沼
湖
畔
を
散

歩
。
そ
し
て
、
日
頃
の
活
動
の

話
を
し
な
が
ら
美
味
し
い
料
理

を
食
べ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
女
性
部
に
じ
の
会
の
活
動
】

　
に
じ
の
会
は
平
成
３
年
発
足

し
て
結
成
35
年
目
、
支
部
の
多

く
の
事
業
を
運
営
し
支
え
て
い

ま
す
。

○「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
・

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み
」
の

運
営

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
見
守
り
活
動

○
秋
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

へ
の
参
加
・
協
力

○
春
の
「
85
歳
以
上
ふ
れ
あ
い
食

事
会
」
へ
の
参
加
・
協
力

○
女
性
部
研
修
会
の
計
画

◎
渡
辺
米
子
会
長
か
ら

　
地
域
福
祉
活
動
の
一
端
を
に

な
い
、「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

の
お
手
伝
い
」
と
い
う
気
持
ち

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
に

じ
の
会
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

女
性
部
に
じ
の
会
研
修
会

女
性
部
に
じ
の
会
研
修
会

楽
し
く
活
動

　仲
良
く
交
流

楽
し
く
活
動

　仲
良
く
交
流

大
旭
支
部
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会

大
旭
支
部
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会

在
宅
介
護
者
と
の

　
　ふ
れ
あ
い
事
業

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

（6）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き

声
か
け
、
元
気
に
、
交
流
の
ひ
と
と
き

声
か
け
、
元
気
に
、
交
流
の
ひ
と
と
き

蝶 図
鑑 ウラゴマダラシジミ

子どもたちも高齢者も集中！

今年も広がる三世代交流の輪

第１37号
笠間市社会福祉協議会大旭支部

大旭支部長　平林英男
大旭支部広報委員会
令 和 ８ 年 １月９ 日

有 限 会 社 大 塩 企 画

発 行
編 集
発行日

印 刷

三世代交流輪投げ大会　ボッチャ体験　☆写真 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
高齢者クラブ懇談会　グラウンドゴルフ大会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
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もくじ

切り絵・「門松」

新
広
報
委
員
の
紹
介

　年が明けると一番に開花する庭の紅梅、蕾がふ
くらんでバランス良く開花するのを楽しみに待ち
ます。そしてシャッターチャンス到来です。

高橋　ヒロ子さん（旭台団地）「早春の花」



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

実
力
発
揮
！

　一
打
入
魂
！

実
力
発
揮
！

　一
打
入
魂
！

　
９
月
14
日
（
日
）
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
代
表
者
と
の
懇
談
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
平
林
英
男
支
部
長
か
ら

主
催
者
挨
拶
と
支
部
下
半
期
の
行

事
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
10
月
26
日
（
日
）

　
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会
開
催

○
11
月
15
日
（
土
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

○
支
部
内
で
の
竜
巻
被
害
な
ど

□  

懇
談
会
の
内
容

　
小
野
武
高
齢
者
ク
ラ
ブ
代
表
を

中
心
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会
の

計
画
・
準
備
の
協
議
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
11
月
15
日（
土
）
予
備
日
16
日

　
友
部
第
二
小
学
校
　
校
庭

ア
　
来
賓
招
待
者

笠
間
市
長
　
山
口
　
伸
樹
様

社
協
事
務
局
長
　
富
施
　
信
行
様

イ
　
役
割
分
担

・
実
行
委
員
長
　
　
荻
津
　
正
男

・
審
判
長
　
　
　
　
亘
理
　
　
武

・
救
護
者
　
　
　
　
関
　
　
　
操

・
用
具
調
達
と
会
場
設
営
等

　
11
月
１
日
（
土
）
細
部
打
合
せ

・
主
催
者
は
集
計
表
作
成
、
司
会

　
食
事
、
商
品
準
備
、
広
報
等

□  

懇
談
会
参
加
者
（
敬
称
略
）

○
と
き
わ
会
 

亘
理
　
武

○
矢
野
下
寿
会
 

荻
津
正
男

○
三
　
友
　
会
 

太
田
　
毅

○
旭
崎
新
生
会
 

小
野
　
武

○
若
狭
山
会
 

島
内
正
彦

○
旭
平
ひ
の
で
会
 

小
倉
秀
男

　
９
月
28
日
（
日
）
旭
崎
新
農
村

集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
が
参
加
し
、
敬
老
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
野
敏
文
区
長
の
主
催
者
挨
拶

の
後
、
小
野
新
生
会
長
か
ら
「
今

年
、
私
も
米
寿
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
再
来
年
も
皆
さ
ん
と
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
は
、山
口
伸
樹
笠
間
市
長
、

平
林
英
男
大
旭
支
部
長
。
山
口
市

長
か
ら
は
「
市
内
で
は
百
歳
以
上

の
人
が
87
人（
最
高
年
齢
は
107
歳
）

い
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
く
っ
て
き
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
を
守

り
続
け
て
く
だ

さ
い
」
と
の
来

賓
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、

米
寿
４
人
・
卒

寿
２
人
の
方
々

に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
、

渡
辺
米
子
さ
ん

か
ら
参
加
者
に
抹
茶
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー
せ
せ
ら
ぎ
」（
安

達
さ
ん
・
渡
辺
さ
ん
）
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
み
ん
な

で
唱
歌
や
歌
謡
曲
を
歌
い
ま
し

た
。
安
達
さ
ん
の
進
行
や
歌
の
解

説
も
丁
寧
で
し
た
。
最
後
に
「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
（
長
生
き

の
歌
）」
で
「
幸
せ
な
ら
100
ま
で

生
き
よ
う
よ
」
と
元
気
よ
く
合
唱

し
ま
し
た
。
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
、
会
場
は
ニ
コ
ニ
コ
、
ド
キ
ド

キ
…

　
昼
食
は
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
、
美
味
し
い
お
弁
当
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　「
人
生
百
年
時
代
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
を
お
土
産

に
、
ま
た
明
日
か
ら
元
気
に
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
19
日
（
日
）
旭
台
公
民
館

で
、
敬
老
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
初
に
ス
テ
ー
ジ
前
で
記
念
の

集
合
写
真
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
笑
顔
…
。
す
ぐ
プ
リ
ン
ト

さ
れ
、
帰
り
に
は
配
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
余
興
で
『
カ

ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
』
が
あ
り
ま
し

た
。
カ
ラ
オ
ケ
器
具
は
、
令
和
７

年
度
新
し
く
購
入
し
た
ば
か
り
で

す
。
最
初
に
高
野
け
い
子
区
長
さ

ん
の
歌
唱
が
あ
り
、
次
に
希
望
者

の
熱
唱
が
続
き
ま
し
た
。
次
々
に

マ
イ
ク
を
持
つ
人
が
出
場
し
、
演

歌
歌
手
が
い
っ
ぱ
い
。
会
場
は
、

大
き
な
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
次
回
は
、
も
っ
と
出
場
者
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
次
に
『
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
』
は
、

関
副
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
役
員
の

方
々
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。「
あ
っ
た
」「
ま
だ
ま
だ
」「
ビ

ン
ゴ
！
」
な
ど
、
会
場
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
５

位
ま
で
に
は
豪
華
な
賞
品
が
、
ま

た
全
員
に
参
加
賞
も
い
っ
ぱ
い
配

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
、
高
齢
者
に
配
慮
し
て

イ
ス
に
座
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、

参
加
者
の
顔
が
お
互
い
に
見
合
え

る
よ
う
に
対
面
式
に
し
た
こ
と
な

ど
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
会
場
設
営

に
工
夫
し
た
こ
と
も
印
象
的
で
し

た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　
敬
老
祝
賀
会
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ

た
方
が
い
ま
す
。
友
人
や
知
人
と

の
交
流
で
「
栄
養
・
運
動
・
社
会

参
加
」
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
な

り
ま
す
。
再
会
を
お
楽
し
み
に
！

　
11
月
15
日
（
土
）
友
部
第
二
小

学
校
で
大
旭
支
部
主
催
第
20
回

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
内
の
高

齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
、
ま
た
来

賓
と
し
て
山
口
伸
樹
笠
間
市
長
、

社
協
職
員
、
救
護
者
関
操
さ
ん
、

支
部
役
員
、
女
性
部
な
ど
、
約
60

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
林
英
男
支
部

長
の
主
催
者
挨
拶
、
荻
津
正
男
実

行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
山
口

市
長
か
ら
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
い
ま
す
の

で
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
実
力

を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
亘
理
武
審
判
長
か
ら
競

技
上
の
注
意
、
準
備
体
操
、
市
長

の
始
球
式
後
、Ａ
Ｂ
に
分
か
れ
て

試
合
が
ス
タ
ー
ト
。

　
ボ
ー
ル
ポ
ス
ト
ね
ら
っ
て
一
打

入
魂
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
あ
れ

ば
、な
ぜ
か
曲
が
っ
て
し
ま
う
球
、

ゴ
ー
ル
を
飛
び
出
る
球
、
届
か
な

い
球
…
。
声
を
掛
け
合
い
、
励
ま

し
あ
い
、
な
ぐ
さ
め
あ
っ
て
、
和

気
あ
い
あ
い
と
、
そ
し
て
球
を

追
っ
て
し
っ
か
り
歩
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
健
脚
で
す
。
90
代
の
方
の

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
。

□
入
賞
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
女
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
磯
畑
　
ノ
リ
子

　
準
優
勝
　
　
河
村
　
幸
子

　
３
　
位
　
　
佐
藤
　
ト
ミ
子

　
４
　
位
　
　
山
口
　
淑
子

　
５
　
位
　
　
山
田
　
と
き
江

【
男
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
木
村
　
孝
男

　
準
優
勝
　
　
菱
沼
　
作
太
郎

　
３
　
位
　
　
竹
内
　
藤
男

　
４
　
位
　
　
馬
場
　
信
一

　
５
　
位
　
　
荻
津
　
正
男

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
方
が
11

人
も
、
ま
た
、
今
回
は
優
勝
か
ら

10
位
ま
で
の
ほ
か
、
15
位
、
20
位

と
５
位
単
位
に
ラ
ッ
キ
ー
賞
が
作

ら
れ
、
多
く
の
人
が
受
賞
さ
れ
て

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　
閉
会
式
の
後
、
に
じ
の
会
手
作

り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で

美
味
し
く
い
た
だ
き
、
大
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
懇
談
会高齢者クラブとの懇談会 

山口市長の来賓挨拶山口市長の来賓挨拶

「長生きの歌」を元気に合唱「長生きの歌」を元気に合唱

　　

健康は宝…今年も友部二小に集合！

秋晴れの中で一打入稿

いい日・いい声　祝賀会いい日・いい声　祝賀会

支
部
行
事
を
支
え
る

　
 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
期
待

旭
崎
１
区
敬
老
祝
賀
会

旭
台
敬
老
祝
賀
会

顔
を
見
て
お
し
ゃ
べ
り

　
　
み
ん
な
で
健
康
長
寿

顔
を
見
て
お
し
ゃ
べ
り

　
　
み
ん
な
で
健
康
長
寿

地
域
の
つ
な
が
り
で

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」い
っ
ぱ
い

地
域
の
つ
な
が
り
で

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」い
っ
ぱ
い

　デジタルカメラでの写真撮影だけでは
なく、身近なスマホでも、風景・人物、
そして接写撮影で素晴らしい写真を手に
することができます。
　筑波に勤務している小松崎さんに、『紫
峰 筑波山』のスマホ風景写真を提供して
いただきましたので紹介します。

小松崎　栄一さん（旭平）
「紫峰 筑波山」スマホ

写真
スマホ
写真
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

実
力
発
揮
！

　一
打
入
魂
！

実
力
発
揮
！

　一
打
入
魂
！

　
９
月
14
日
（
日
）
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
と
も
べ
で
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
代
表
者
と
の
懇
談
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
平
林
英
男
支
部
長
か
ら

主
催
者
挨
拶
と
支
部
下
半
期
の
行

事
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
10
月
26
日
（
日
）

　
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会
開
催

○
11
月
15
日
（
土
）

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

○
支
部
内
で
の
竜
巻
被
害
な
ど

□  

懇
談
会
の
内
容

　
小
野
武
高
齢
者
ク
ラ
ブ
代
表
を

中
心
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
、
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会
の

計
画
・
準
備
の
協
議
が
活
発
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
11
月
15
日（
土
）
予
備
日
16
日

　
友
部
第
二
小
学
校
　
校
庭

ア
　
来
賓
招
待
者

笠
間
市
長
　
山
口
　
伸
樹
様

社
協
事
務
局
長
　
富
施
　
信
行
様

イ
　
役
割
分
担

・
実
行
委
員
長
　
　
荻
津
　
正
男

・
審
判
長
　
　
　
　
亘
理
　
　
武

・
救
護
者
　
　
　
　
関
　
　
　
操

・
用
具
調
達
と
会
場
設
営
等

　
11
月
１
日
（
土
）
細
部
打
合
せ

・
主
催
者
は
集
計
表
作
成
、
司
会

　
食
事
、
商
品
準
備
、
広
報
等

□  

懇
談
会
参
加
者
（
敬
称
略
）

○
と
き
わ
会
 

亘
理
　
武

○
矢
野
下
寿
会
 

荻
津
正
男

○
三
　
友
　
会
 

太
田
　
毅

○
旭
崎
新
生
会
 

小
野
　
武

○
若
狭
山
会
 

島
内
正
彦

○
旭
平
ひ
の
で
会
 

小
倉
秀
男

　
９
月
28
日
（
日
）
旭
崎
新
農
村

集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
が
参
加
し
、
敬
老
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
野
敏
文
区
長
の
主
催
者
挨
拶

の
後
、
小
野
新
生
会
長
か
ら
「
今

年
、
私
も
米
寿
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
も
再
来
年
も
皆
さ
ん
と
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
は
、山
口
伸
樹
笠
間
市
長
、

平
林
英
男
大
旭
支
部
長
。
山
口
市

長
か
ら
は
「
市
内
で
は
百
歳
以
上

の
人
が
87
人（
最
高
年
齢
は
107
歳
）

い
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

つ
く
っ
て
き
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
を
守

り
続
け
て
く
だ

さ
い
」
と
の
来

賓
祝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、

米
寿
４
人
・
卒

寿
２
人
の
方
々

に
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
続
き
、

渡
辺
米
子
さ
ん

か
ら
参
加
者
に
抹
茶
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、「
ハ
ー
モ
ニ
ー
せ
せ
ら
ぎ
」（
安

達
さ
ん
・
渡
辺
さ
ん
）
の
ハ
ー
モ

ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
み
ん
な

で
唱
歌
や
歌
謡
曲
を
歌
い
ま
し

た
。
安
達
さ
ん
の
進
行
や
歌
の
解

説
も
丁
寧
で
し
た
。
最
後
に
「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
（
長
生
き

の
歌
）」
で
「
幸
せ
な
ら
100
ま
で

生
き
よ
う
よ
」
と
元
気
よ
く
合
唱

し
ま
し
た
。
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
、
会
場
は
ニ
コ
ニ
コ
、
ド
キ
ド

キ
…

　
昼
食
は
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
、
美
味
し
い
お
弁
当
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　「
人
生
百
年
時
代
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
を
お
土
産

に
、
ま
た
明
日
か
ら
元
気
に
活
動

し
て
く
だ
さ
い
。

　
10
月
19
日
（
日
）
旭
台
公
民
館

で
、
敬
老
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
初
に
ス
テ
ー
ジ
前
で
記
念
の

集
合
写
真
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
笑
顔
…
。
す
ぐ
プ
リ
ン
ト

さ
れ
、
帰
り
に
は
配
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
行
事
の
後
、
余
興
で
『
カ

ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
』
が
あ
り
ま
し

た
。
カ
ラ
オ
ケ
器
具
は
、
令
和
７

年
度
新
し
く
購
入
し
た
ば
か
り
で

す
。
最
初
に
高
野
け
い
子
区
長
さ

ん
の
歌
唱
が
あ
り
、
次
に
希
望
者

の
熱
唱
が
続
き
ま
し
た
。
次
々
に

マ
イ
ク
を
持
つ
人
が
出
場
し
、
演

歌
歌
手
が
い
っ
ぱ
い
。
会
場
は
、

大
き
な
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
次
回
は
、
も
っ
と
出
場
者
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
次
に
『
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
』
は
、

関
副
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
役
員
の

方
々
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。「
あ
っ
た
」「
ま
だ
ま
だ
」「
ビ

ン
ゴ
！
」
な
ど
、
会
場
の
あ
ち
こ

ち
か
ら
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
５

位
ま
で
に
は
豪
華
な
賞
品
が
、
ま

た
全
員
に
参
加
賞
も
い
っ
ぱ
い
配

ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
、
高
齢
者
に
配
慮
し
て

イ
ス
に
座
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、

参
加
者
の
顔
が
お
互
い
に
見
合
え

る
よ
う
に
対
面
式
に
し
た
こ
と
な

ど
、
役
員
の
皆
さ
ん
が
会
場
設
営

に
工
夫
し
た
こ
と
も
印
象
的
で
し

た
。

◎
取
材
を
終
え
て

　
敬
老
祝
賀
会
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ

た
方
が
い
ま
す
。
友
人
や
知
人
と

の
交
流
で
「
栄
養
・
運
動
・
社
会

参
加
」
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
な

り
ま
す
。
再
会
を
お
楽
し
み
に
！

　
11
月
15
日
（
土
）
友
部
第
二
小

学
校
で
大
旭
支
部
主
催
第
20
回

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
内
の
高

齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
、
ま
た
来

賓
と
し
て
山
口
伸
樹
笠
間
市
長
、

社
協
職
員
、
救
護
者
関
操
さ
ん
、

支
部
役
員
、
女
性
部
な
ど
、
約
60

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
平
林
英
男
支
部

長
の
主
催
者
挨
拶
、
荻
津
正
男
実

行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
山
口

市
長
か
ら
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
い
ま
す
の

で
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
実
力

を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
い
で
、
亘
理
武
審
判
長
か
ら
競

技
上
の
注
意
、
準
備
体
操
、
市
長

の
始
球
式
後
、Ａ
Ｂ
に
分
か
れ
て

試
合
が
ス
タ
ー
ト
。

　
ボ
ー
ル
ポ
ス
ト
ね
ら
っ
て
一
打

入
魂
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
あ
れ

ば
、な
ぜ
か
曲
が
っ
て
し
ま
う
球
、

ゴ
ー
ル
を
飛
び
出
る
球
、
届
か
な

い
球
…
。
声
を
掛
け
合
い
、
励
ま

し
あ
い
、
な
ぐ
さ
め
あ
っ
て
、
和

気
あ
い
あ
い
と
、
そ
し
て
球
を

追
っ
て
し
っ
か
り
歩
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
健
脚
で
す
。
90
代
の
方
の

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
。

□
入
賞
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
女
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
磯
畑
　
ノ
リ
子

　
準
優
勝
　
　
河
村
　
幸
子

　
３
　
位
　
　
佐
藤
　
ト
ミ
子

　
４
　
位
　
　
山
口
　
淑
子

　
５
　
位
　
　
山
田
　
と
き
江

【
男
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
木
村
　
孝
男

　
準
優
勝
　
　
菱
沼
　
作
太
郎

　
３
　
位
　
　
竹
内
　
藤
男

　
４
　
位
　
　
馬
場
　
信
一

　
５
　
位
　
　
荻
津
　
正
男

◎
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
方
が
11

人
も
、
ま
た
、
今
回
は
優
勝
か
ら

10
位
ま
で
の
ほ
か
、
15
位
、
20
位

と
５
位
単
位
に
ラ
ッ
キ
ー
賞
が
作

ら
れ
、
多
く
の
人
が
受
賞
さ
れ
て

う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　
閉
会
式
の
後
、
に
じ
の
会
手
作

り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
み
ん
な
で

美
味
し
く
い
た
だ
き
、
大
会
が
終

了
し
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
懇
談
会高齢者クラブとの懇談会 

山口市長の来賓挨拶山口市長の来賓挨拶

「長生きの歌」を元気に合唱「長生きの歌」を元気に合唱

　　

健康は宝…今年も友部二小に集合！

秋晴れの中で一打入稿

いい日・いい声　祝賀会いい日・いい声　祝賀会

支
部
行
事
を
支
え
る

　

 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
期
待

旭
崎
１
区
敬
老
祝
賀
会

旭
台
敬
老
祝
賀
会

顔
を
見
て
お
し
ゃ
べ
り

　
　
み
ん
な
で
健
康
長
寿

顔
を
見
て
お
し
ゃ
べ
り

　
　
み
ん
な
で
健
康
長
寿

地
域
の
つ
な
が
り
で

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」い
っ
ぱ
い

地
域
の
つ
な
が
り
で

「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」い
っ
ぱ
い

　デジタルカメラでの写真撮影だけでは
なく、身近なスマホでも、風景・人物、
そして接写撮影で素晴らしい写真を手に
することができます。
　筑波に勤務している小松崎さんに、『紫
峰 筑波山』のスマホ風景写真を提供して
いただきましたので紹介します。

小松崎　栄一さん（旭平）
「紫峰 筑波山」スマホ

写真
スマホ
写真
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旭
崎
新
生
会
の
会
員
は
、
現
在

44
人
（
90
代
の
方
も
２
人
）
で
30

年
以
上
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に

週
３
回
、
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
近
く
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
月
・

金
は
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
火
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
除
草
作
業
な
ど
協
力
し
て

や
っ
て
い
る
の
で
、
練
習
コ
ー
ト

は
い
つ
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
笠
間
市
連
合
会
、
友
部
地
区
な

ど
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
ク
ロ
ッ

ケ
ー
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
、
輪
投
げ
大
会
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
連
合

会
、
友
部
地
区
主
催
の
芸
能
発
表

会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

○
参
加
者
の
お
話

•
月
・
火
・
金
に
な
る
と
、
自
然

に
コ
ー
ト
に
集
ま
り
ま
す
。

•
少
し
痛
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て

も
、
治
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

•
ク
ラ
ブ
が
ま
と
ま
り
、
長
く
活

動
で
き
て
い
る
の
は
「
ス
ポ
ー

ツ
の
力
」
だ
と
思
い
ま
す
。

【
取
材
を
終
え
て
】

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
体
を
鍛
え
る
だ

け
の
場
所
で
は
な
い
、
参
加
者
が

友
だ
ち
に
な
る
場
所
で
も
あ
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
心
の
交
流
の
で
き
る
友
だ
ち

は
『
人
生
の
宝
物
』
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
幸
齢
者
で
す
！

　
７
月
13
日
、
社
協
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
も
べ
で
、
大
旭
支
部
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
福
祉
推
進
員
対
象
に
防
災
関
係
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
　
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

〔
講
師
〕
笠
間
市
危
機
管
理
課
職
員

　
令
和
７
年
３
月
に
改
訂
さ
れ
た
「
防
災
の

し
お
り
　
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
」
と
映
像
を
も
と

に
、
こ
れ
ま
で
や
今
後
想
定
さ
れ
る
災
害

に
つ
い
て
、
そ
し
て
何
よ
り
日
頃
か
ら
の

備
え
が
大
切
な
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
日
頃
の
備
え
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
普
段
感
じ
て
い
る
身
近
な
問
題

な
ど
、
活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

２
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
及
び

　
　
胸
骨
圧
迫
の
方
法

〔
講
師
〕
笠
間
市
消
防
署
職
員
（
３
人
）

　
ま
ず
、
胸
骨
圧
迫
に
つ
い
て

は
、
１
分
間
に
１
０
０
か
ら
１

２
０
回
の
テ
ン
ポ
で
押
す
こ

と
、
利
き
手
を
下
に
し
て
手
首

に
近
い
手
の
ひ
ら
に
力
を
入
れ

て
肘
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
体

全
体
で
押
す
こ
と
な
ど
、
ま
た
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
も
人
形
を

使
っ
て
具
体
的
に
説
明
・
実
演

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
３

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
全
員
が

実
演
・
体
験
。

「
押
す
リ
ズ
ム

や
強
さ
は
練
習

が
必
要
」「
１
回

の
体
験
で
は
自

信
が
持
て
な
い
。

ま
た
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
参
加
者
全
員
に
非
常
食
・
防
災

グ
ッ
ズ
が
渡
さ
れ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
も
ら
え
た

よ
う
で
す
。

　
笠
間
市
消
防
団
23
分
団
の
構
成
す
る
区

域
は
、「
旭
町
」
で
す
。

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
・
消
防
署
と
同

じ
く
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
て
、
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

　
災
害
時
は
消
火
活
動
、
地
震
・
風
水
害

な
ど
大
規
模
災
害
時
の
救
助
・
救
出
・
避

難
誘
導
等
に
当
た
り
ま
す
。
平
時
は
訓
練
・

防
火
啓
発
活
動
・
地
域
行
事
の
際
の
警
戒

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
団
23
分
団
も
、
消
防
署
な
ど
と

連
携
し
て
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

【
令
和
７
年
度
の
活
動
】

４
月
　
本
部
会
議
　
分
団
長
会
議

５
月
　
分
団
別
訓
練

６
月
　
旭
町
地
内
防
火
水
槽
付
近
草
刈
り

　
　
　
消
防
団
に
よ
る
団
体
献
血
協
力

７
月
　
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
開
始
式

11
月
　
林
野
火
災
想
定
訓
練

12
月
　
置
場
清
掃
・
点
検

令
和
８
年
１
月
　
出
初
式

※
毎
月
５
日
、
15
日
に
地
区
内
点
検
・
警

戒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
】

○
笠
間
市
に
在
住
し
て
い
る
方

○
笠
間
市
に
勤
務
し
て
い
る
方

○
18
歳
以
上
の
方

○
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
男
性
で
も
、
女
性
で
も
入
団
で
き
ま
す

の
で
、
一
緒
に
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
26
日
、
夏
休
み
始
ま
っ
て

最
初
の
土
曜
日
夜
６
時
、
親
子
連

れ
で
続
々
集
ま
っ
て
き
た
友
部
第

二
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
。
３
つ
の

子
ど
も
会
（
青
空
・
太
陽
・
旭
平
）

が
合
同
で
行
う
初
め
て
の
試
み
の

「
花
火
大
会
」
で
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
、
火
の
準

備
を
行
い
、
薄
暗
く
涼
風
が
吹
き

始
め
た
こ
ろ
、
役
員
さ
ん
の
「
始

め
ま
し
ょ
う
」
の
合
図
で
、
花
火

に
火
が
着
け
ら
れ
、「
き
れ
い
」「
す

ご
い
」
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
手
持
ち
花
火
に
移
り
、

思
い
思
い
に

広
い
校
庭
に

「
花
火
の
花
」

を
咲
か
せ
ま

し
た
。

　「
家
で
や
る

の
も
楽
し
い

け
ど
、
友
達

と
で
き
る
の

は
も
っ
と
嬉

し
い
」
と
約

１
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
の

線
香
花
火
も
終
わ
り
、
ケ
ミ
カ
ル

ラ
イ
ト
の
じ
ゃ
ん
け
ん
争
奪
戦
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
散
会
と
な

り
ま
し
た
。
楽
し
い
夏
休
み
の
１

ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。　

消
防
団
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。
年
額
報
酬
や
出
勤
手
当

な
ど
が
支
給
さ
れ
、
公
務

員
災
害
補
償
及
び
福
祉
共

済
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
11
月
３
日
（
月
）、

旭
崎
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

旭
平
２
区「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
山
口

伸
樹
笠
間
市
長
か

ら
「
幅
広
い
年
代

で
集
ま
る
こ
と
で

顔
の
見
え
る
関
係

と
な
る
の
が
防
災

の
第
一
歩
」
な
ど

の
挨
拶
が
あ
り
、

次
い
で
小
松
崎
栄
一
区
長
か
ら

「
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
で
助

け
合
う
関
係
に
」
な
ど
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
笠
間
市
消
防
本
部
友

部
消
防
署
職
員
６
人
に
よ
る
消
火

訓
練
、
室
内
に
入
っ
て
胸
骨
圧
迫

の
方
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
説

明
と
実
技
指
導
。
質
問
も
多
く
、

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

の
実
技
参
加
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
庭
で
輪
投
げ

と
ビ
ン
ゴ
の
ゲ
ー
ム
。
多
彩
な
景
品

付
き
で
、
み
ん
な
一
喜
一
憂
。
最

後
に
、
参
加
登
録

時
に
頂
い
た
三
角

く
じ
で
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
景
品
も
あ
り
、

重
た
い
と
言
い
な

が
ら
も
、
元
気
な

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど

い
に
な
り
ま
し
た
。

会
長
　小
野
　武

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介

旭
崎
新
生
会

【連絡先】後援会長　藤井　敏
0296－77－2957

旭崎新生会の皆さん

巻
田
　美
智
子
さ
ん（
大
沢
）

友
部
絵
手
紙
同
好
会

干支・うま（午）

子
ど
も
会
合
同
花
火
大
会

『
花
火
の
花
』が

　
　
　
　咲
き
ま
し
た

『
花
火
の
花
』が

　
　
　
　咲
き
ま
し
た

絵手紙

友部図書館ギャラリー
　　：年１回
県立中央病院
　　：季節ごとの取り換え
地域交流センターともべ「トモア」
　　：年５回作品交換して

笠
間
市
消
防
団

　第
23
分
団
の
紹
介

笠
間
市
消
防
団

　第
23
分
団
の
紹
介

分
団
長
　
　山
本
　裕
巳

後
援
会
長
　藤
井

　敏

備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

福
祉
推
進
員
防
災
関
係
研
修
会

胸骨圧迫とAEDの使い方体験胸骨圧迫とAEDの使い方体験

防災・減災の研修会防災・減災の研修会

旭
平
２
区
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

秋
晴
れ
の
下
、

　
元
気
に
ふ
れ
あ
い
！

秋
晴
れ
の
下
、

　
元
気
に
ふ
れ
あ
い
！

レバーをにぎって消火訓練レバーをにぎって消火訓練

ニコニコ笑顔の会場ニコニコ笑顔の会場

展示
場所
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て
肘
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
体

全
体
で
押
す
こ
と
な
ど
、
ま
た
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
も
人
形
を

使
っ
て
具
体
的
に
説
明
・
実
演

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
３

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
全
員
が

実
演
・
体
験
。

「
押
す
リ
ズ
ム

や
強
さ
は
練
習

が
必
要
」「
１
回

の
体
験
で
は
自

信
が
持
て
な
い
。

ま
た
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
」
な

ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
参
加
者
全
員
に
非
常
食
・
防
災

グ
ッ
ズ
が
渡
さ
れ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
も
ら
え
た

よ
う
で
す
。

　
笠
間
市
消
防
団
23
分
団
の
構
成
す
る
区

域
は
、「
旭
町
」
で
す
。

　
消
防
団
は
、
消
防
本
部
・
消
防
署
と
同

じ
く
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
て
、
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

　
災
害
時
は
消
火
活
動
、
地
震
・
風
水
害

な
ど
大
規
模
災
害
時
の
救
助
・
救
出
・
避

難
誘
導
等
に
当
た
り
ま
す
。
平
時
は
訓
練
・

防
火
啓
発
活
動
・
地
域
行
事
の
際
の
警
戒

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
団
23
分
団
も
、
消
防
署
な
ど
と

連
携
し
て
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

【
令
和
７
年
度
の
活
動
】

４
月
　
本
部
会
議
　
分
団
長
会
議

５
月
　
分
団
別
訓
練

６
月
　
旭
町
地
内
防
火
水
槽
付
近
草
刈
り

　
　
　
消
防
団
に
よ
る
団
体
献
血
協
力

７
月
　
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
開
始
式

11
月
　
林
野
火
災
想
定
訓
練

12
月
　
置
場
清
掃
・
点
検

令
和
８
年
１
月
　
出
初
式

※
毎
月
５
日
、
15
日
に
地
区
内
点
検
・
警

戒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
】

○
笠
間
市
に
在
住
し
て
い
る
方

○
笠
間
市
に
勤
務
し
て
い
る
方

○
18
歳
以
上
の
方

○
心
身
と
も
に
健
康
な
方

※
男
性
で
も
、
女
性
で
も
入
団
で
き
ま
す

の
で
、
一
緒
に
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
26
日
、
夏
休
み
始
ま
っ
て

最
初
の
土
曜
日
夜
６
時
、
親
子
連

れ
で
続
々
集
ま
っ
て
き
た
友
部
第

二
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
。
３
つ
の

子
ど
も
会
（
青
空
・
太
陽
・
旭
平
）

が
合
同
で
行
う
初
め
て
の
試
み
の

「
花
火
大
会
」
で
し
た
。

　
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
、
火
の
準

備
を
行
い
、
薄
暗
く
涼
風
が
吹
き

始
め
た
こ
ろ
、
役
員
さ
ん
の
「
始

め
ま
し
ょ
う
」
の
合
図
で
、
花
火

に
火
が
着
け
ら
れ
、「
き
れ
い
」「
す

ご
い
」
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
手
持
ち
花
火
に
移
り
、

思
い
思
い
に

広
い
校
庭
に

「
花
火
の
花
」

を
咲
か
せ
ま

し
た
。

　「
家
で
や
る

の
も
楽
し
い

け
ど
、
友
達

と
で
き
る
の

は
も
っ
と
嬉

し
い
」
と
約

１
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
の

線
香
花
火
も
終
わ
り
、
ケ
ミ
カ
ル

ラ
イ
ト
の
じ
ゃ
ん
け
ん
争
奪
戦
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
散
会
と
な

り
ま
し
た
。
楽
し
い
夏
休
み
の
１

ペ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。　

消
防
団
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。
年
額
報
酬
や
出
勤
手
当

な
ど
が
支
給
さ
れ
、
公
務

員
災
害
補
償
及
び
福
祉
共

済
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
11
月
３
日
（
月
）、

旭
崎
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

旭
平
２
区「
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
山
口

伸
樹
笠
間
市
長
か

ら
「
幅
広
い
年
代

で
集
ま
る
こ
と
で

顔
の
見
え
る
関
係

と
な
る
の
が
防
災

の
第
一
歩
」
な
ど

の
挨
拶
が
あ
り
、

次
い
で
小
松
崎
栄
一
区
長
か
ら

「
防
災
意
識
を
高
め
、
地
域
で
助

け
合
う
関
係
に
」
な
ど
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
笠
間
市
消
防
本
部
友

部
消
防
署
職
員
６
人
に
よ
る
消
火

訓
練
、
室
内
に
入
っ
て
胸
骨
圧
迫

の
方
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
説

明
と
実
技
指
導
。
質
問
も
多
く
、

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

の
実
技
参
加
も
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
後
、
セ
ン
タ
ー
庭
で
輪
投
げ

と
ビ
ン
ゴ
の
ゲ
ー
ム
。
多
彩
な
景
品

付
き
で
、
み
ん
な
一
喜
一
憂
。
最

後
に
、
参
加
登
録

時
に
頂
い
た
三
角

く
じ
で
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
景
品
も
あ
り
、

重
た
い
と
言
い
な

が
ら
も
、
元
気
な

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど

い
に
な
り
ま
し
た
。

会
長
　小
野
　武

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介

旭
崎
新
生
会

【連絡先】後援会長　藤井　敏
0296－77－2957

旭崎新生会の皆さん

巻
田
　美
智
子
さ
ん（
大
沢
）

友
部
絵
手
紙
同
好
会

干支・うま（午）

子
ど
も
会
合
同
花
火
大
会

『
花
火
の
花
』が

　
　
　
　咲
き
ま
し
た

『
花
火
の
花
』が

　
　
　
　咲
き
ま
し
た

絵手紙

友部図書館ギャラリー
　　：年１回
県立中央病院
　　：季節ごとの取り換え
地域交流センターともべ「トモア」
　　：年５回作品交換して

笠
間
市
消
防
団

　第
23
分
団
の
紹
介

笠
間
市
消
防
団

　第
23
分
団
の
紹
介

分
団
長
　
　山
本
　裕
巳

後
援
会
長
　藤
井

　敏

備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

福
祉
推
進
員
防
災
関
係
研
修
会

胸骨圧迫とAEDの使い方体験胸骨圧迫とAEDの使い方体験

防災・減災の研修会防災・減災の研修会

旭
平
２
区
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

秋
晴
れ
の
下
、

　
元
気
に
ふ
れ
あ
い
！

秋
晴
れ
の
下
、

　
元
気
に
ふ
れ
あ
い
！

レバーをにぎって消火訓練レバーをにぎって消火訓練

ニコニコ笑顔の会場ニコニコ笑顔の会場

展示
場所



　
大
旭
支
部
で
は
、今
年
度
も「
在

宅
介
護
者
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」

と
し
て
、
自
宅
で
介
護
に
当
た
っ

て
い
る
方
に
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈
り

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
各

介
護
者
宅
を
訪
問
し
て
い
た
だ

き
、
記
念
品
を
お
渡
し
、
日
頃
の

労
苦
の
一
助
と
ご
慰
労
の
た
め
の

も
の
で
す
。

　
今
年
度
も
、
大
旭
支
部
役
員
一

同
の
「
添
え
書
」
を
添
え
て
、
介

護
の
必
需
品
で
あ
る
バ
ス
タ
オ
ル

を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

「
添
え
書
き
」

在
宅
介
護
者
の
皆
様
へ

　
　笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　大
旭
支
部
役
員
一
同

　晩
秋
の
候
、
在
宅
介
護
者
の

皆
様
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
気
の
抜
け
な
い
毎

日
か
と
ご
推
察
い
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
大
旭
支
部
の
運
営
に

は
深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
度
も
日
頃
の
ご

苦
労
を
思
い
、
さ
さ
や
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
贈

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
介
護
の
際
に
、
お
役

に
立
て
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
、
何

か
と
ご
苦
労
も
絶
え
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
ご
健
康
に
留
意
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
小
ぬ
か
雨
の
中
、
10
月
26

日
（
日
）
友
部
第
二
小
学
校

体
育
館
で
、
三
世
代
交
流
輪

投
げ
・
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
友
部
第
二
小

久
保
木
香
澄
校
長
先
生
、
子

ど
も
会
（
太
陽
・
旭
平
）、
保

護
者
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
（
旭

崎
新
生
会
、
矢
野
下
寿
会
、

三
友
会
、
若
狭
山
会
）、
サ
ロ

ン
ひ
よ
り
、各
区
民
、区
長（
大

沢
上
２
、
大
沢
下
２
、
旭
崎

１
）、
社
協
富
施
信
行
事
務
局

長
、
矢
口
勝
博
様
、
大
旭
支

部
役
員
の
、
合
計
102
人
（
子

ど
も
36
人
、
大
人
66
人
）
で

し
た
。
校
長
先
生
が
保
護
者

宛
に
一
斉
案
内
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
か
げ
で
当
日
参
加

者
が
36
人
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
平
林
英
男
支
部
長

の
挨
拶
と
競
技
の
進
め
方
の

説
明
が
あ
り
、
そ
し
て
全
員

で
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。

■ 

輪
投
げ
大
会

　
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
開

始
。ね
ら
い
を
定
め
て
一
投
に
全

力
投
球
。「
す
ご
い
！
」「
残
念
！
」

と
声
を
掛
け
合
い
拍
手
も
。

〇
入
賞
者
（
敬
称
略
）

・
子
ど
も
の
部

優
勝
　
萩
原 

千
尋
（
50
点
）

準
優
勝
　
佐
藤 

空
夜
（
46
点
）

３
位
　
谷
津 

楓
弥
（
43
点
）

・
成
人
の
部

優
勝
　
高
間 

　
香
（
40
点
）

準
優
勝
　
仲
田 

直
人
（
38
点
）

３
位
　
川
井 

　
卓
（
37
点
）

■ 

ボ
ッ
チ
ャ
体
験

　
５
人
一
組
の
８
グ
ル
ー
プ
、

２
コ
ー
ト
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。初
め
に
、

ボ
ッ
チ
ャ
の

歴
史
や
ル
ー

ル
、
点
数
の

数
え
方
な
ど

の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ

ん
、
大
き
な

声
援
を
受
け

て
が
ん
ば
り

ま
し
た
。

〇
入
賞
チ
ー
ム

優
　
勝
　
１
―
Ｃ

準
優
勝
　
２
―
Ａ

３
　
位
　
１
―
Ｄ

　
表
彰
式
で
は
、
各
競
技
・

各
部
上
位
10
人
に
賞
品
が
贈

ら
れ
、
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
散
歩
を
し
て
い
る
と
、
庭
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
・
音
楽
な
ど
が
聞
こ
え

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
ラ

ジ
オ
』
で
す
。
今
は
、携
帯
電
話
・

テ
レ
ビ
が
主
流
で
す
が
、
ラ
ジ
オ

は
目
や
手
が
離
せ
な
く
て
も
、
耳

だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。
ま
だ
ま
だ
ラ
ジ
オ

に
魅
力
を
感
じ
、
フ
ァ
ン
の
方
も

多
く
い
ま
す
。

　
除
夜
の
鐘
を
ラ
ジ
オ
で
聞
き
、新

春（
２
０
２
６
年
）を
む
か
え
た
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

□
連
絡
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
支
部
担
当
ま
で

☎
０
２
９
６
―
７
７
―
０
７
３
０

　森の妖精の仲間、川
沿いの湿地で６月ごろ
見れます。
　私が本種と初めて出
会った時は、目を見張
るほど沢山飛んでい
て、感動しました。
　幼虫は、モクセイ科のイボタノキ等を食べて
育ちます。　　　　　　　　　　　　　（平林）

　
新
し
く
米
田
智
子
さ
ん
が
広
報

委
員
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、
広
報
委
員
を
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
米
田
と
申
し
ま
す
。
気
持

ち
だ
け
は
若
い
つ
も
り
で
す
の

で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
…
（
軽

い
つ
も
り
？
思
い
込
み
？
）
と
に

か
く
、
優
し
い
広
報
委
員
の
皆
様

に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
は
、月
１
回
程
度
、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、

『
お
お
あ
さ
ひ
』
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
５
人
の
編
集
委
員
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
そ
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
広
報
紙
づ
く

り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。（
…
勉

強
、
勉
強
で
す
）

　
ご
意
見
、
地
域
の
情
報
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
と
一
緒
に

紙
面
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
秋
晴
れ
の
10
月
24
日
、
い
こ

い
の
村
涸
沼
で
女
性
部
に
じ
の

会
研
修
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

に
じ
の
会
は
「
地
域
づ
く
り
は

仲
間
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
定

期
的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
日
は
紅
葉
の
涸
沼
湖
畔
を
散

歩
。
そ
し
て
、
日
頃
の
活
動
の

話
を
し
な
が
ら
美
味
し
い
料
理

を
食
べ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

【
女
性
部
に
じ
の
会
の
活
動
】

　
に
じ
の
会
は
平
成
３
年
発
足

し
て
結
成
35
年
目
、
支
部
の
多

く
の
事
業
を
運
営
し
支
え
て
い

ま
す
。

○「
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
・

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み
」
の

運
営

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
と
見
守
り
活
動

○
秋
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

へ
の
参
加
・
協
力

○
春
の
「
85
歳
以
上
ふ
れ
あ
い
食

事
会
」
へ
の
参
加
・
協
力

○
女
性
部
研
修
会
の
計
画

◎
渡
辺
米
子
会
長
か
ら

　
地
域
福
祉
活
動
の
一
端
を
に

な
い
、「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

の
お
手
伝
い
」
と
い
う
気
持
ち

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
に

じ
の
会
で
一
緒
に
活
動
し
ま
せ

ん
か
。
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

女
性
部
に
じ
の
会
研
修
会

女
性
部
に
じ
の
会
研
修
会

楽
し
く
活
動

　仲
良
く
交
流

楽
し
く
活
動

　仲
良
く
交
流

大
旭
支
部
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会

大
旭
支
部
三
世
代
交
流
輪
投
げ
大
会

在
宅
介
護
者
と
の

　
　ふ
れ
あ
い
事
業

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

バ
ス
タ
オ
ル
を

　
　
　お
配
り
し
ま
し
た

（6）お　お　あ　さ　ひ

あ
と
が
き

声
か
け
、
元
気
に
、
交
流
の
ひ
と
と
き

声
か
け
、
元
気
に
、
交
流
の
ひ
と
と
き

蝶 図
鑑 ウラゴマダラシジミ

子どもたちも高齢者も集中！

今年も広がる三世代交流の輪

第１37号
笠間市社会福祉協議会大旭支部

大旭支部長　平林英男
大旭支部広報委員会
令 和 ８ 年 １月９ 日

有 限 会 社 大 塩 企 画

発 行
編 集
発行日

印 刷

三世代交流輪投げ大会　ボッチャ体験　☆写真 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
高齢者クラブ懇談会　グラウンドゴルフ大会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
旭崎１区敬老祝賀会　旭台敬老祝賀会　☆スマホ写真 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３
旭崎新生会紹介　子ども会合同花火大会　旭平2区ふれあいのつどい　☆切り絵 ・・・・・・・４
福祉推進員防災関係研修会　市消防団第23分団活動紹介　☆絵手紙 ・・・・・・・・・・・・・５
女性部研修会　在宅介護者とのふれあい事業　新広報委員の紹介　蝶図鑑　あとがき ・・・・・６

もくじ

切り絵・「門松」

新
広
報
委
員
の
紹
介

　年が明けると一番に開花する庭の紅梅、蕾がふ
くらんでバランス良く開花するのを楽しみに待ち
ます。そしてシャッターチャンス到来です。

高橋　ヒロ子さん（旭台団地）「早春の花」


